
母子健康手帳と一緒に同封されている
子ども条例のチラシ（一部抜粋）

自転車の安全な通行を促すために設置されている
「自転車ナビマーク」

質
問　
市
長
が
取
り
組
ん
で
き

た
健
康
寿
命
の
延
伸
は
、
平
成

27
年
か
ら
29
年
の
推
移
を
見
る

と
多
摩
26
市
で
本
市
だ
け
が
悪

化
し
て
い
る
。
健
康
に
過
ご
せ

る
期
間
が
短
く
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
高
齢
者
の
医
療
費
、
介

護
費
用
が
上
昇
す
る
の
み
な
ら

ず
、
現
役
世
代
へ
の
負
担
増
に

も
つ
な
が
る
。
自
助
努
力
を
し

て
い
る
元
気
な
高
齢
者
の
介
護

保
険
料
も
上
が
り
続
け
て
い
る
。

任
期
最
終
年
に
ど
の
よ
う
な
結

果
を
も
っ
て
市
民
の
期
待
に
応

え
る
の
か
。

市
長　
本
市
の
成
果
指
標
は
目

標
に
至
っ
て
い
な
い
。
現
状
を

し
っ
か
り
受
け
と
め
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
努
め
る
。

質
問　
働
く
意
欲
の
あ
る
高
年

齢
者
が
そ
の
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、
活
躍
の
場
を

整
備
す
る
こ
と
は
重
要
。「
生

涯
現
役
応
援
窓
口
」
設
置
状
況

は
。
さ
ら
に
、
対
応
職
員
に
は

専
門
的
な
知
識
や
経
験
値
が
必

要
で
あ
る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長　
55
歳
以
上
の
高
年
齢
者

の
就
労
や
社
会
参
加
、
就
労
先

へ
の
定
着
等
の
伴
走
型
支
援
を

行
う
。
窓
口
に
は
、
就
労
等
に

関
す
る
専
門
的
な
知
識
や
経
験

を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
。

質
問　
こ
れ
ま
で
求
め
て
き
た

「
福
祉
丸
ご
と
相
談
窓
口
」
の

新
設
、「
生
活
サ
ポ
ー
ト
相
談

窓
口
」
の
整
備
の
状
況
は
。

市
長　
何
で
も
相
談
で
き
、
窓

口
が
わ
か
ら
な
く
て
困
る
こ
と

が
な
い
窓
口
を
田
無
・
保
谷
庁

舎
に
開
設
す
る
。
田
無
庁
舎
の

窓
口
名
称
は
「
福
祉
丸
ご
と
相

談
窓
口
」
と
な
り
、
高
年
齢
者

の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
応
援
す

る
「
生
涯
現
役
応
援
窓
口
」
も

併
設
す
る
。「
生
活
サ
ポ
ー
ト

相
談
窓
口
」
は
、
両
庁
舎
に
設

置
す
る
。
相
談
機
能
を
１
カ
所

に
集
結
し
体
制
強
化
を
図
り
、

複
雑
化
し
た
課
題
を
抱
え
る
ケ

ー
ス
に
も
対
応
す
る
。

質
問　
本
市
は
総
合
戦
略
で
、

自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
掲
げ
て
い
る
。
か
え
で
通

り
等
に
市
独
自
の
自
転
車
ナ
ビ

マ
ー
ク
を
設
置
し
、
高
年
齢
者

が
安
全
に
走
行
で
き
る
環
境
整

備
を
求
め
る
。

市
長　
庁
内
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
市
独
自
の
自
転
車
ナ

ビ
マ
ー
ク
の
設
置
基
準
を
定
め
、

か
え
で
通
り
を
含
む
市
道
の
優

先
整
備
路
線
の
選
定
な
ど
、
早

期
の
実
施
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

質
問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
で
も

あ
る
食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
度
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
食
品
ロ
ス
の
軽
減
は
、

廃
棄
な
ど
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
抑
制
に
大
き
く
貢
献
す
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
市
が
主

体
と
な
っ
て
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
環
境
教

育
の
観
点
か
ら
も
食
品
ロ
ス
の

軽
減
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　
児
童
虐
待
の
未
然
防
止

に
は
、
個
人
情
報
の
壁
が
あ
る
。

子
ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
は
、

保
護
者
を
も
救
う
。
関
係
者
間

の
綿
密
な
連
携
が
必
要
だ
が
、

見
解
は
。

市
長　
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
情
報
を
集
約
し
、
緊
急

性
を
判
断
し
速
や
か
に
支
援
し

て
い
く
。
関
係
各
課
が
集
ま
り
、

相
談
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
、
子
ど
も
の
成
長
に
伴
う

問
題
の
深
刻
化
を
未
然
に
防
ぐ

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質
問　
市
民
と
行
政
の
協
働
に

つ
い
て
、
方
針
を
改
定
す
る
理

由
と
変
更
内
容
は
。

市
長　
現
行
の
方
針
は
策
定
か

ら
一
定
年
度
経
過
し
、
実
施
状

況
と
方
針
内
容
に
乖
離
が
生
じ

て
い
る
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
促
進
に
向
け
、
学
識
経
験
者

等
に
よ
る
検
討
の
結
果
、
市
民
、

自
治
会
・
町
内
会
、
協
議
会
、

企
業
に
も
範
囲
を
広
げ
再
定
義

し
た
。
今
後
、
各
課
に
協
働
推

進
員
を
配
置
し
て
進
め
、
対
等

な
協
力
関
係
の
も
と
で
、
目
標

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　
待
機
児
童
解
消
に
向
け

認
可
保
育
所
２
カ
所
が
整
備
さ

れ
る
。
保
護
者
負
担
の
軽
減
、

公
衆
衛
生
、
感
染
予
防
の
観
点

か
ら
お
む
つ
回
収
を
施
設
内
で

行
う
よ
う
求
め
て
き
た
が
、
現

状
と
課
題
は
。

市
長　
保
育
施
設
75
施
設
中
、

33
施
設
で
お
む
つ
施
設
内
回
収

を
実
施
。
園
舎
で
保
管
後
、
園

舎
外
の
廃
棄
場
所
へ
排
出
す
る
。

今
後
、
保
管
場
所
の
整
備
や
収

集
回
数
を
含
め
、
処
分
費
用
等

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

質
問　
妊
娠
届
を
提
出
す
る
時

期
は
、
母
子
健
康
手
帳
を
受
け

取
り
よ
く
読
む
時
期
で
も
あ
る
。

母
子
健
康
手
帳
を
活
用
し
た
子

ど
も
条
例
の
普
及
啓
発
を
提
案

し
て
き
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
市
外
小
中
学
校
に
通
う

子
ど
も
へ
の
周
知
方
法
は
。

市
長　
子
ど
も
条
例
と
子
ど
も

権
利
条
約
を
説
明
し
た
チ
ラ
シ

を
作
成
し
、
母
子
健
康
手
帳
交

付
時
の
フ
ァ
イ
ル
に
同
封
す
る
。

ま
た
、
交
付
窓
口
等
で
保
護
者

に
紹
介
し
周
知
す
る
。
市
外
の

小
中
学
校
に
通
学
す
る
児
童
生

徒
に
は
、
関
係
部
署
が
連
携
し

情
報
が
行
き
渡
る
よ
う
努
め
る
。

質
問　
指
定
管
理
者
と
の
防
災

協
定
で
、
昼
夜
の
役
割
分
担
な

ど
、
行
政
が
ど
こ
ま
で
対
応
を

任
せ
る
の
か
明
確
に
せ
よ
。

市
長　
災
害
時
に
は
通
常
の
指

定
管
理
以
外
の
業
務
が
求
め
ら

れ
る
と
予
想
す
る
。
役
割
を
明

確
に
し
て
協
力
関
係
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
る
。
指
定
管
理
者

の
更
新
の
時
期
を
捉
え
、
協
議

す
る
。

質
問　
大
規
模
災
害
で
多
数
の

負
傷
者
が
発
生
し
た
際
、
市
民

が
簡
易
な
方
法
で
搬
送
順
位
を

決
め
る
「
市
民
ト
リ
ア
ー
ジ
」

を
訓
練
す
る
こ
と
で
防
災
意
識

向
上
に
も
つ
な
が
る
。
本
市
で

も
普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
。

市
長　
市
民
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ

い
て
は
、
防
災
教
育
等
に
期
待

が
持
て
る
。
今
後
調
査
し
た
い
。

質
問　
放
課
後
子
供
教
室
に
つ

い
て
、
本
市
の
方
針
、
あ
り
方

を
示
す
べ
き
。

教
育
長　
令
和
２
年
度
に
今
後

の
取
り
組
み
の
方
向
性
を
方
針

と
し
て
示
し
、
各
学
校
の
施
設

開
放
運
営
協
議
会
と
意
見
交
換

し
て
、
事
業
の
充
実
を
図
る
。

質
問　
不
登
校
の
未
然
防
止
に

は
、
不
安
へ
の
対
処
力
を
養
う

こ
と
が
重
要
。
千
葉
大
学
が
行

う
、
不
安
に
自
ら
対
処
す
る
方

法
を
学
び
、
適
切
な
対
処
ス
キ

ル
を
身
に
つ
け
る
予
防
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
べ
き
。

教
育
部
長　
教
育
計
画
の
基
本

方
針
に
掲
げ
る
「
子
ど
も
の
心

の
健
康
の
育
成
に
向
け
て
」
を

進
め
る
中
で
、
提
案
も
含
め
、

不
安
へ
の
対
処
力
を
養
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

質
問　
小
中
学
校
の
消
防
設
備

が
消
防
点
検
で
数
多
く
指
摘
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

早
急
な
改
善
を
求
め
た
が
、
そ

の
後
の
検
討
結
果
は
。

教
育
長　
令
和
２
年
度
に
か
け

て
全
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。

今
後
は
児
童
生
徒
の
安
全
を
第

一
に
、
指
摘
さ
れ
た
項
目
の
早

急
な
改
善
に
努
め
る
。

質
問　
下
野
谷
遺
跡
は
住
宅
地

に
あ
り
、
大
雨
の
際
に
遺
跡
内

の
大
量
の
土
が
周
辺
に
流
れ
出

し
、Ｕ
字
溝
に
堆
積
す
る
課
題

が
あ
る
。
遺
跡
整
備
の
際
に
、

適
切
な
対
策
を
求
め
る
。

教
育
長　
遺
跡
外
周
を
堤
防
状

に
高
く
し
、
雨
水
の
貯
留
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
敷

地
内
に
浸
透
さ
せ
る
よ
う
整
備

す
る
。

西
東
京
市
議
会
公
明
党

市
民
の
声
を
集
約
し
た
公
明
党
の

政
策
が
随
所
に
反
映
さ
れ
る
！

市
長
は
公
約
実
現
の
総
仕
上
げ
を

藤
　
田
　
美
智
子

田
　
代
　
伸
　
之

大
　
林
　
光
　
昭

佐
　
藤
　
公
　
男

小
　
幡
　
勝
　
己

議会 NEWS ①
採択された請願・陳情への市の対応

西東京市第４次男女平等参画推進計画に位置づけられた「多様な
性や生き方に関する理解の促進」への取り組みを進めています。引
き続き当事者団体との意見交換を行いながら多様性の理解の促進に
ついて検討してまいります。

陳情の趣旨を踏まえ、庁内で検討してまいります。

同性パートナーシップの承認制度を創設し、その存在を公に認め
る方策をとることにより、西東京市を性的マイノリティにとっても
住みやすい多様性が尊重される魅力的な都市にするため、制度の導
入に向けた協議開始を求めるもの。

件　　名
採択年月

陳情事項

検討結果

理　　由

市議会で採択された請願・陳情については、市長や教育長に送付され、その
後の検討経過を市議会に報告することとなっています。
ここでは平成31年・令和元年に採択された陳情４件のうち、結果等を請求す

ることに決した１件について市からの報告をお知らせします。

令和元年６月25日
同性パートナーシップの公的承認についての陳情

議会 NEWS ②
議員研修会

議員の資質向上を図るため、毎年各方面から講師を招いて議員研修会を実施
しています。
令和元年度第２回目の議員研修会として、議員活動に欠かすことのできない
政務活動費について、最新の全国の政務活動費の状況と運用に当たっての課題
をご講演いただきました。

日程　１月23日（木）
場所　田無庁舎議会棟４階
題目　政務活動費の実務
講師　元全国都道府県議会議長会
　　　事務局次長　内田 一夫 氏

＊

＊
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